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授業概要

テキスト
参考文献

成績評価
の方法

専門課程シラバス

筆記試験(70％)、レポート提出状況・内容（３０％）で総合的に評価する。

系統看護学講座 基礎看護学 1 看護学概論 第17版第4刷  医学書 2023

看護の歴史を通して看護の主要概念・理論を捉え、看護の本質、役割、機能を学ぶ。また、生命
を尊重し、看護倫理に基づいた専門職業人としての責任と役割を認識する。

授業計画

1・2　看護を学ぶにあたって

3・4 　看護とは　看護の変遷　　看護の定義

5・6　看護とは　看護の役割と機能　看護ケア　看護実践とその質保証に必要な要件

7・8　看護とは　看護の継続性と情報共有

9・10　看護の対象と理解　「こころ」と「からだ」を知ることの意味

11・12　看護の対象の理解　生涯発達しつづける存在としての人の理解

13・14　国民の健康状態と生活　健康のとらえかた

15・16  国民の健康状態と生活　健康のとらえかた

17・18 　国民の健康状態と生活　 国民の健康状態　国民のライフサイクル

19・20 　業としての看護、看護職の資格、看護職の継続教育とキャリア開発

21・22 　看護における倫理
　
23・24　護理論とは、看護における諸理論

25・26　 看護理論とは、看護における諸理論

27・28　看護における諸理論の活用の実際

29・30 看護にかかわる定義および綱領

　　　終講試験

基礎看護学概論 有田真樹子


